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日
本
向
輸
入
品
総
額
の
う
ち
外
線
原
料
が
最
大
で
、
四
四
％
を
占
め
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
日
本
よ
り
の
輸
出
纖
維
製
品

が
東
南
ア
ジ
ヤ
の
主
要
な
市
場
、
蘭
領
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
及
び
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
諸
国
よ
り
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
の
賦
課
、
特
別

レ
ー
ト
の
設
定
、
最
高
価
格
の
設
定
等
の
措
置
を
も
つ
て
総
ボ
イ
コ
ツ
ト
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
既
契
約
品
の
キ
ヤ
ン
セ
ル

が
続
出
し
、
関
係
業
者
に
大
恐
慌
を
来
し
て
い
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
原
因
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
又
、
こ
れ
に
対
す

る
今
後
に
お
け
る
貿
易
対
策
は
ど
の
よ
う
に
た
て
ら
れ
て
い
る
か
。 

こ
の
例
を
示
せ
ば
、
さ
る
八
月
二
十
五
日
以
来
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
政
府
は
、
日
本
か
ら
の
輸
入
綿
、
ス
フ
、
毛
織
物
製

品
に
対
し
五
〇
％
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
を
課
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
綿
、
ス
フ
製
品
に
対
し
て
最
高

価
格
制
が
適
用
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
最
高
価
格
は
ス
フ
一
〇
〇
％
の
纖
維
品
八
シ
リ
ン
グ
、
ス
フ
五
〇
％
以
上
の
製
品

十
二
シ
リ
ン
グ
、
綿
一
〇
〇
％
の
纖
維
品
八
シ
リ
ン
グ
、
綿
五
〇
％
以
上
の
製
品
十
シ
リ
ン
グ
六
で
、
関
税
は
右
製
品
価
格 

日
本
の
貿
易
輸
出
市
場
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

又
蘭
領
イ
ン
ド
向
綿
布
の
輸
出
は
、
同
国
政
府
が
対
日
輸
入
綿
布
に
対
し
て
は
公
定
レ
ー
ト
（
一
ド
ル
＝
三
・
八
一
ギ
ル

ダ
ー
）
に
対
し
、
そ
の
三
倍
に
当
る
一
ド
ル
＝
十
一
・
四
三
ギ
ル
ダ
ー
）
の
特
別
レ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、

こ
の
た
め
に
引
合
も
ほ
と
ん
ど
止
つ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

に
対
し
て
三
五
％
が
課
せ
ら
れ
、
毛
織
製
品
に
は
最
高
価
格
制
を
適
用
せ
ず
、
五
〇
％
の
関
税
の
み
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
結

果
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
各
商
社
は
、
八
月
二
十
五
日
著
荷
以
後
の
契
約
は
、
す
べ
て
キ
ヤ
ン
セ
ル
し
て
お
り
、
毛
織
物
は
戰

前(

一
九
三
九
年)
五
〇
〇
万
ヤ
ー
ド
の
輸
出
実
績
を
持
つ
大
市
場
を
失
う
ば
か
り
で
な
く
、
戰
後
は
も
ち
ろ
ん
本
年
の
契
約

も
す
で
に
百
万
ヤ
ー
ド
に
達
す
る
と
み
ら
れ
た
も
の
が
、
こ
の
措
置
に
よ
り
今
後
の
輸
出
を
絶
望
的
に
す
る
と
と
も
に
既
契

約
品
で
未
積
出
の
商
品
が
約
六
〇
万
ヤ
ー
ド
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
イ
ン
ド
政
府
は
、
対
日
輸
入
ス
フ
綿
に
対
し
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
輸
入
綿
ス
フ
の
う
ち
ポ
ン
ド
当
り
C
I
F

二
五
ペ
ン
ス(

二
九
セ
ン
ト
四
分
の
一)

以
上
の
も
の
は
輸
入
禁
止
の
措
置
を
と
つ
た
模
様
で
あ
る
と
報
ぜ
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
商
社
筋
で
は
、
現
在
の
綿
ス
フ
輸
出
価
格
は
、
六
〇
か
ら
六
五
セ
ン
ト(

F
O
B)

と
い
う
高
価
を
示
し
て 

四 

 



 

他
方
中
華
人
民
共
和
国
で
は
、
本
年
六
月
六
日
の
三
中
全
大
会
で
、
毛
沢
東
主
席
が
明
確
に
指
適
し
た
経
済
好
転
の
三
大

條
件(

一)

土
地
改
革
の
徹
底
的
遂
行(

二)

現
存
商
工
業
の
調
整(

三)

国
家
財
政
支
出
の
大
幅
削
減
を
成
切
り
に
遂
行
し
つ
つ

あ
り
、
す
で
に
そ
の
成
果
は
中
国
農
村
の
工
業
化
へ
の
発
展
に
現
わ
れ
、
農
作
物
の
大
増
産
と
な
り(

昨
年
に
比
べ
五
〇
〇

万
ト
ン
増
し
、
こ
れ
は
日
本
の
全
産
米
供
出
先
に
相
当
す
る)

農
村
の
購
買
力
の
急
上
昇
と
な
り(

国
営
公
社
合
作
社
を
通
じ

て
農
村
へ
供
給
せ
る
農
具
は
昨
年
の
み
で
七
百
万
個
、
綿
布
の
需
要
の
み
を
み
て
も
一
九
四
七
年
八
〇
万
巻(

單
位
四
〇
ヤ
ー

ド
）
に
比
べ
一
九
五
〇
年
は
十
倍(

九
〇
〇
万
巻
）
） 

一
方
鉄
道
の
復
興
は
昨
年
一
月
一
二
、
七
六
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
本
年
六
月
二
六
、
九
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
開
通 

し
、
三
箇
年
計
画
の
目
標
が
二
〇
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
伝
え
ら
れ
、
レ
ー
ル
を
は
じ
め
鉄
道
建
設
資
材
の
需
要
は
無
限
と
い 

い
る
た
め
、
こ
こ
当
分
の
間
イ
ン
ド
向
輸
出
は
ま
つ
た
く
望
み
な
し
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
結
果
都
市
と
農
村
と
の
物
資
の
交
流
は
活
発
化
し
、
農
村
副
業
の
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
、
中
国
の
特
産
物
た
る
茶
、

桐
油
、
豚
毛
の
増
産
と
な
り
、
こ
れ
が
貿
易
面
に
活
発
な
引
合
増
加
と
な
つ
て
現
わ
れ
て
い
る
。 

、
五 

 



 

又
中
国
、
ソ
同
盟
以
外
の
諸
国
と
の
貿
易
に
お
い
て
取
引
価
格
、
取
引
條
件
、
決
済
方
法
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
互 

惠

等
の
利
益
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
又
貿
易
市
場
と
し
て
の
安
定
性
と
有
望
さ
は
右
の
具
体 

他
方
日
本
へ
の
工
業
原
料
の
輸
入
は
、
国
際
価
格
の
高
騰
と
輸
入
難
の
お
り
か
ら
外
炭
輸
入
の
昨
年
度
計
画
を
み
て
も
中

国
よ
り
の
石
炭
が
開
ら
ん
炭
を
中
心
に
過
半
数
を
占
め
、
こ
れ
ら
中
国
よ
り
の
引
合
は
日
本
に
と
つ
て
好
條
件
で
あ
る
こ
と

は
す
べ
て
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
国
と
の
間
に
お
け
る
互
惠

等
の
利
益
を
保
障
す
る
通
商
上
、
経
済

上
の
関
係
の
拡
大
こ
そ
が
世
界

和
の
基
礎
で
あ
る
と
新
中
国
は
主
要
な
政
策
に
掲
げ
て
い
る
。 

つ
て
よ
い
。 

こ
の
中
国
に
対
し
犯
罪
的
戰
争
を
犯
し
中
国
人
民
に
多
大
な
被
害
を
與
え
、
国
際
的
審
判
の
も
と
に
あ
る
日
本
が
貿
易
決

済
に
お
い
て
は
輸
入
優
先
の
ヱ
ス
ク
ロ
方
式
を
取
り
、
各
種
の
制
限
が
こ
の
公
正
な
貿
易
を
阻
害
し
、
日
本
の
対
外
信
用
は

日
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、
か
く
の
ご
と
き
措
置
を
も
つ
て
新
中
国
に
む
か
う
の
は
い
か
な
る
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
。 

六 

、

ま
た
紡
績
機
の
増
加
目
標
は
二
千
万
錘
と
い
う
ぼ
う
大
な
も
の
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。 

、

 



 

 

七 

的
事
実
が
示
す
以
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
新
中
国
に
関
し
、
英
帝
国
と
の
関
連
に
お
け
る
チ
ベ
ツ
ト
問
題
等
を
控
え
、
複
雑

な
態
度
を
示
し
て
い
る
イ
ン
ド
首
相
ネ
ー
ル
氏
の
言
葉
を
も
つ
て
し
て
も
「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
す
べ
て
の
人
口
が
こ
の
こ
と
を

理
解
し
て
よ
い
と
き
で
あ
る
。
偉
大
な
ア
ジ
ア
の
一
国

―
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
上
で
最
も
統
一
さ
れ

―
最
も
中
央
集 

権
化
さ
れ
た

―
の
明
白
な
事
実
を
承
認
す
る
こ
と
を
拒
む
の
は
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
事
態
で
あ
る
。

―
」
こ
の
よ
う
に

偉
大
な
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
中
国
に
対
し
、
中
国
よ
り
は
、
日
本
人
民
と
の
公
正
な
取
引
を
中
心
政
策
に
日
本
の

和
的

発
展
に
は
暖
い
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
て
い
る
中
国
に
対
す
る
現
在
の
日
本
の
取
つ
て
い
る
態
度
、
こ
と
に
過
去
の
犯
罪
的

侵
略
を
行
い
、
中
国
人
民
に
多
大
な
被
害
を
與
え
た
日
本
の
態
度
が
公
正
で
あ
る
と
考
え
る
か
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


